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専門部会名 就労支援部会

⑧　農業を活用した雇用機会の拡大（農福連携）

⑨　就労支援コーディネーターの設置

⑩　市役所での就労体験の実施

1　物品販売会の継続した開催

2　優先調達関連の推進

⑧　農福連携については、現在市内４団体が農作業に取り組んでいる。

　 今後は、農福連携の先進事例等の情報収集を行うと共に、4事業所の取り組み

の現状や課題を把握することで、本市に合った農福連携の方法について検討

　していく。

⑨　就労支援コーディネーターを平成30年7月から基幹相談支援センターに設置

　することを検討している。今後は設置に向けてコーディネーターの役割等詳細

　について協議していく。

⑩　平成28年12月から市役所でながふく就労体験事業を実施している。

　現在は福祉部内のみの実施となっているが、今後は全庁的に広めていける

　よう、各課へ向けた説明等を行っていく。

1　ながふく商店として定期的な出店が継続され、地域行事にも出展する機会が

　できた一方で販売実績が伸び悩んでいる。立ち寄りやすい雰囲気作り等集客

　の工夫について引き続き作業部会で検討していく。

2　優先調達の関連では、実績が伸びてきているところであるが、市役所内で

　より多くの部署に利用してもらうことや、役務等でのより一層の推進を目指し

　ていきたい。

・就労支援コーディネーターについて、設置に向けて具体的な検討を行う。

・就労体験について、全庁的に広められるよう各課への説明会を実施する。

・優先調達の伸び率を維持し、民需の増大や共同受注の仕組みについて考えて

　いく。

・販売会の実施について、来場者等の障がいへの理解や売上げの向上について

　今後も作業部会で検討していく。
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